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「かわら版・鯰絵にみる江戸・明治の災害情報－石本コレクションから」の公開について 
 
 
東京大学総合図書館では、2008（平成 20）年からインターネット上に公開していた「地
震火災版画張交帖（石本コレクションＩ）」に「石本コレクション II」を新たに加え、「石本
コレクション」として 2019 年 2 月にリニューアル公開を行いました。 
・石本コレクション公開 URL  https://iiif.dl.itc.u-tokyo.ac.jp/repo/s/ishimoto/ 
石本コレクションについては、2008 年度附属図書館特別展示会として「かわら版・鯰絵
にみる江戸・明治の災害情報－石本コレクションから」を開催しており、その際に同名の図
録が作成されました。 
この度、図録の解説等を執筆された北原糸子先生、西山昭仁先生、富澤達三先生、湯浅淑
子先生、小田桐（白石）睦弥先生から許諾をいただき、図録の全ページと、図録に掲載され
た各資料の解説及び翻刻テキストデータを以下の 2 種類の方法で公開することになりまし
た。データの利用条件は、クリエイティブコモンズライセンスの「CC BY」です。 
 
【公開データ】 
(1)図録の全ページ（PDF 公開） 
UTokyo Repository から公開しています。 
 
(2)各資料の解説及び翻刻テキストデータ 
図録に掲載されている資料は、各画像公開ページで資料解説及び翻刻テキストデータ
を公開しています。また一部の資料はアノテーションを付与し、画像上に重ねられた文字
から読めるようにしています。 
画像公開ページ右側に、「テキスト/Text」という案内ボタンがある資料は、翻刻テキス
トデータが公開されているものです。是非ご活用ください。 
 
【図録データの利用条件】 
すべてクリエイティブ・コモンズ・ライセンスの「CC BY」で提供します。 
https://creativecommons.org/licenses/by/4.0/deed.ja 
 
 
 
【図録データの訂正について】 
今回の図録デジタル化にあたって、執筆担当の先生方に改めて内容を確認いただきまし
た。画像公開ページのデータは次のとおり修正を行っていますので、この図録を参照される
際は以下の正誤表もご確認ください。 
 
頁 修正前 修正後 
33 7-1 とてつるけんかへ哥 
同じく弘化四年に見られた、内藤 
 
同じように弘化四年の出来事として、内
藤 
33 頃ハ効果四年 頃ハ弘化四年 
33 ゆりくつれ ゆりくづれ 
33 いなり山ゆるき出し いなり山ゆるぎ出し 
33 やうくゆることやむ やうくゆるゝことやむ 
34 7-2 老（おな）まづ 
常磐寿無事大夫直伝 
 
常磐寿無事太夫直伝 
34 七分三分の 「七分三分の 
35 7-3 しばらくのそとね 
（接）(（つぎ）)外料日々(ひび)発(はつ) 
 
（接）(（つぎ）)外科日々(ひび)発(はつ) 
36 （早）(（はや）)ひじやム（ござ）ごリ
ませぬか 
（早）(（はや）)ひじやござリませぬか 
37 7-4 地震けん 
金設(かねまふけ)でサアきなせへ 
 
金設(かねまふけ)てサアきなせへ 
38 八 安政江戸地震（一八五五年）の．．． 
遊びとして書いてい 
 
遊びとして記したのでは 
40 8-2 一ふくにてこりこり薬妙ゆり出し 
なお、この摺り物については、地震後に
出版された『安政見聞録』にも記述があ
る。人気があったらしく、「妙ゆり出し」
と記された看板の、地が黒く文字が白抜
きで摺られている物と、ここに掲げたよ
うに、地が白く文字が墨摺りの物の二種
が確認できる。『安政見聞録』に載ってい
るのは、看板の地が白いものの方であ
る。 
 
なお、この摺り物は、人気があったらし
く、「妙ゆり出し」と記された看板が黒地
で文字が白抜きで摺られている物と、こ
こに掲げたように、白地で文字が墨摺り
の物の二種が確認できる。地震後に出版
された『安政見聞録』にも記述があり、
『安政見聞録』に載っているのは、看板
の地が白いものの方である。 
40 大ゆれ難渋 大ゆれ大難渋 
41 8-3 打身骨抜即席御りやう治 
古今(ここん)に有(あり)がたく被損 
 
古今(ここん)に有(あり)がたく奉損 
42 8-4 不用大変勧進要文集 
どしのかけだし 
 
どらのかけだし 
45 8-6 由来記 
なり、ぢこくのひ、あハす頃に 
 
なり、ぢこくのひ、あハすに 
45 たづさへ、ひだるいのおんてにハ たづさへ、ひだりのおんてにハ 
45 二ぢうつんでハはらのためと 二ぢうつんでハはらのかためと 
45 てませんハしかふによつてよけい てませんハじかふによつてよけい 
45 毎朝手間銭をせしむる者なり 毎朝手間銭をせしむる者也 
55 11-4 北陸三県大つなみホーカイぶし 
（※）「。」は白抜きの読点、歌唱記号カ） 
 
削除 
54～ 
56 
11-4 ～ 11-6 
「 
 
 
〽 
（ 「 としていた庵点を〽に修正 」 ） 
 
 
 
【参考・関連情報】 
・平成 20 年度東京大学附属図書館特別展示「かわら版・鯰絵にみる江戸・明治の災害情報
－石本コレクションから」ページ 
https://www.lib.u-tokyo.ac.jp/html/tenjikai/tenjikai2008/index.html 
 
・東京大学地震研究所図書室特別資料データベース 
 http://wwweic.eri.u-tokyo.ac.jp/tokubetsu/ 
 
・みんなで翻刻（石本コレクションの翻刻が進められています） 
 https://honkoku.org/ 
 
 























































































